
   
 
 

 
 

  
  

  
 

 
 

 
 

６月も終わりが近づいています。授業で様々なレポートや課題が出ているのではないでしょうか？ 

今回は図書館の基本的な利用方法から、意外に知られていない利用方法をご紹介します。 

 

◆貸出 

 去年９月に移転してから、資料の借り方が少々変わりました。皆さんはもう慣れましたか？ 

 借りたい資料を選んだら、IC 登録をした携帯電話やカードを、図書館カウンターにあるリーダーにかざして

貸出手続きを取ります。 

 

◆返却 

 図書館が開館しているときは、図書館１階カウンターへお持ちください。また、図書館が閉館している場合

は、図書館入口横にある返却ポストか、１号館１階エレベータ前にあるブックポストをご利用ください。 

  ※返却期限を過ぎた場合は、ブックポストを利用せず、必ず図書館カウンターへお持ちください。 

  ※当日、新規で資料を借りる予定がある場合は、必ず図書館カウンターへお持ちください。 

 

◆貸出期限の延長 

 「借りている図書をもう少し利用したい」 

 そういうときは、返却期限内に借りている資料と IC 登録した携帯電話やカードをお持ちください。 

 １回に限り、延長できます。期間は２週間です。また。マイライブラリでの貸出期間延長もできます。 

  ※延長したい資料を延滞している場合や、利用している資料のうち１冊でも延滞している資料がある 

場合は、期間の延長はできません。 

 

◆実習貸出／卒論・卒研貸出 

 実習期間や卒業論文、卒業研究にも図書館の資料を役立てていただくために、「実習貸出／卒論・卒研貸出」

という貸出があるのはご存知でしょうか。通常は「７冊／２週間」ですが、こちらは「５冊／１ヶ月間」と 

なっています。 

 是非ご活用ください。 

 

◆複写 

 図書館で所蔵している雑誌や新聞、辞書・事典は館内での利用のみになります。しかし、レポートや課題で

利用したい方も多いと思います。そんなときは複写サービスをご利用ください。 

 図書館１階にコピー機と複写申込書があります。複写希望の方は、複写申込書に必要事項を記入し、カウン

ターに提出したあと、コピー機を利用して下さい。 

  ※図書館のコピー機は、図書館の資料以外のコピーはできません。 
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図書館に新しい資料がぞくぞく到着しました！ 

今回は新着資料のうち、いくつかをご紹介します。 

 
 

 

 『装丁の仕事 174 人』（日本図書設計家協会 編／玄光社） 022.57/Sn 
  本の楽しみのひとつに、装丁があります。書店に行くと様々な装丁の本があり、目を楽しませてくれます。 

  そんな装丁はどんな人が作っているのか？そもそも、誰が作っているのか？ 

  この本は、第一線で活躍中のブックデザイナー174 人の作品を、それぞれ紹介。 

  いつも手にしている本が、少し違って見えるかもしれませんよ。 

  ♪あわせてどうぞ♪ 

   『ペンギンブックスのデザイン 1935-2005』 
（フィル・ベインズ／ブルース・インターアクションズ） 022.57/Pb 

 
 『20 歳のときに知っておきたかったこと : スタンフォード大学集中講義』 

（ティナ・シーリグ／阪急コミュニケーションズ） 159/Hs 
 「いま、手元に５ドルあります。二時間でできるだけ増やせと言われたら、みなさんはどうしますか？」 
  これは、著者が、スタンフォード大学の講義で実際に出した課題だそうです。 

  さて、みなさんならばどうしますか？ 

  一般的なステップとは違う思考をしたことによって、新たな可能性が見える。 

  そんな柔軟な思考の手段が書かれている本です。 

  

 

 『乙女の日本史』（堀江宏樹・滝乃みわこ／東京書籍） 210.049/Oh 
  ―――「日本史なんて、おじさんたちの好きなものじゃないの？」 

  ―――「歴史なんて、近寄りがたい…」 
  そんなことを思っている女子も多いのでは？ 

  この本は、そんな「おじさん史観」とは違った「乙女史観」で日本史を紹介しています。 

  意外に知られていない各時代の「恋愛」に関することも書かれています。 

  神話時代から昭和時代まで掲載されているので、日本史入門にも最適です。 

  肩の力を抜いて、日本史を学んでみませんか？ 

 

 

 『もういちど読む山川政治経済』（山崎広明 編／山川出版社） 310/My 
 図書館でも所蔵している『もういちど読む山川日本史』『もういちど読む山川世界史』に、『政治経済』が

加わりました。 

「高校時代は必死になって勉強していたけど、就職活動をするときになってすっかり忘れている…」なんて

いう人もいるのでは？そんなときにはこの本を読んで思い出してください！日本の政治・経済の基本的な事

項がわかりやすく書かれているので、就職試験対策にもうってつけです。 

 

  

 『世界カワイイ革命―なぜ彼女たちは「日本人になりたい」と叫ぶのか』 
（櫻井孝昌／PHP 研究所） 361.5/Ss 

 「カワイイ」が世界共通語になった!? 

 ヨーロッパやアジアの若い女性たちに人気がある日本のサブカル系ファッション。ロリータ服を着たフラ

ンス人に、日本のナンチャッテ制服を着たタイ人などなど。「東京は聖地」「黒髪がうらやましい」、それど

ころか「日本人になりたい！」なんて言う女の子もいるそうです。 

 日本人が気づいていない日本の魅力にふれてみましょう。 

 

 



 『まんが医学の歴史』（茨木保／医学書院） 490.2/Mi 
 医学の歴史は人類の誕生とともにはじまり、様々なドラマが繰り広げられてきました。そうしたことによ

って、医学は発展し続けています。 

 臨床医である著者が、一般の読者にもわかりやすいよう、専門的な事項もかなりかみくだいた表現で描か

れています。「医学史入門としての入門書」として読んでみることをおすすめします。 

 

 

 『知的で、イキで、お洒落な世界の広告たち』（金子秀之／研究社） 674.3/Ck 
 国内でも、思わず足を止めて見入ってしまうような素敵な広告や、思わず噴き出してしまう広告など、た

くさんの広告があふれています。では、海外の広告はどんなものがあるのか？ 

 傑作と呼ぶにふさわしい海外の広告 97 点をオールカラーで紹介。広告業界に興味のある方や、デザイン

に興味のある方は、一度手に取ってみてはどうでしょうか。 

 

 

 『アジアのハリウッド―グローバリゼーションとインド映画』 
（山下博司・岡光信子／東京堂出版） 778.22/Ay 

 インドの映画公開は世界一だということはご存知でしょうか。 

 現在、インド経済は非常に活気があります。インド映画界も例外ではなく、映画人の海外進出、急増する

海外ロケ、コンテンツの欧米化、市場の拡大など、グローバル化が進んでいます。 

 そんなインド映画を歴史、制作、検閲、社会問題など、様々な面からとらえている一冊です。 

 

 

 『身近なことばの語源辞典』（西谷裕子著・米川明彦監修／小学館） 812.03/Mn（禁帯出） 
 「関の山」「すっぱ抜く」「恐妻家」など、日常でよく耳にすることばの語源は一体どうなっているのだろ

う？ 

 ふとそんなことを考えたことはないでしょうか。 

 この本は、身近なことば約 2000 語の由来について、「食べ物」「衣類」「スポーツ」「風俗風習」「文学作

品からの言葉」「故事伝説」「明治時代の翻訳語」「社名」など、44 のテーマに分類し、わかりやすく紹介

しています。言葉の意味や語源だけでなく、その言葉がどのように日本語として定着したかも書かれていま

す。 

 

 

 『ひねもすのたり中国語 : 日中異文化ことばコラム』（相原茂／現代書館） 820.4/Ha 
 中国語教育の第一人者である著者の、語学から見る日中異文化エッセイ集です。 

 中国式恋愛、ことばから見る日本と中国の文化の違いなどのエッセイから、中国語を学ぶ上でおさえてお

きたい日本と中国における考え方の違いなどが書かれています。 

 タイトルの「ひねもすのたり」の言葉どおり、ゆる～く中国語にふれてみませんか。 

 

 

 『司馬遼太郎全集・51～68』（司馬遼太郎／文藝春秋） 918.68/Sh/51-68 
 『司馬遼太郎全集』がすべて揃いました。「街道を行く」や「この国のかたち」など、随筆や評論集が中

心です。 

 独自の歴史観で小説や評論などを多数発表しています。その独特の歴史観を「司馬史観」といい、多くの

読者を魅了しています。今回到着した全集には、ドラマ《坂の上の雲》の原作も収録されています。 

 司馬遼太郎の作品、一度は読んでみることをおすすめします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
      

資料を借りる際、カウンターへ申し出て下さい！ 

 
◆開館時間（通常） 
・月曜日～金曜日 ９:00～19:00 

（２階ブランジングコーナー、及びセミナールーム・1 は８:30 より利用可能） 
※毎週月曜日 10:30～11:30 は礼拝時間のため閉館します。 

・土曜日 10:00～14:00 
◆閉館 
日曜日・国民の祝日・創立記念日（11 月 24 日） 

 
※臨時開館時間、及び臨時閉館の場合はホームページや掲示でお知らせいたします。 

お問い合わせ先 

◆ 尚絅学院大学図書館 ◆ 

TEL:022-381-3440 URL: http://www.shokei.ac.jp/lib/ E-mail:library@shokei.ac.jp 

  貸出冊数／貸出期間は 

 

                             となります。 

 

但し、貸出期間の延長はできませんので、ご了承ください。 


